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令和 7年度 第４回宝塚ボランタリープラザ zukavo運営委員会 要旨 

 

日時：令和 8年 2月 2日（月）10:00～12:00 

場所：ぷらざこむ１ ２４会議室 

内容 

１． 開会 

２． 報告事項 

（１） ボランタリー活動助成配分委員会の報告 

■今年度の状況 

ボランタリー活動助成配分委員会において、会議開催に必要な規定人数（委員総数の過半数）を確保

することが困難な状況が生じた。 

 ※助成金配分委員会設置要綱第５条第２項： 「配分委員会の会議は、委員総数の過半数の出席がな

ければ、その議事を開くことができない。」 

■配分委員会での主な意見 

・配分委員の増員  

・会議成立要件を「過半数」から「半数」へ緩和する 

■令和８年度の対応方針 

・上記改正については、令和９年度の助成金制度改正のタイミングに合わせて、助成金ワーキングおよび

配分委員会にて検討を進める予定である。 

・委員の出席率向上を図るため、年間スケジュールを早期に決定し、委員が予定を調整しやすい環境を

整える 

 

（２） 次年度の運営委員選任について 

任期満了：６名  

 

３． 協議事項 

（１） ぷらざこむ１の利用登録条件等について（別紙２） 

■利用できる団体区分の明確化 

利用できる団体を①zukavo 登録グループ②zukavo 登録以外の任意団体③法人格を有する団体に分

けて伝えた方が分かりやすいのではないか 

■ぷらざこむ１の「運営」に関する記載ついて 

・「みんなでつくる」「きれいに保つ」など分かりやすく記載した方が良いのではないか。 

・お客さん意識を持たれないように記載してはどうか 

■「市民を対象とした」活動の範囲 

「市民を対象とした」との表現について、他市の参加者が含まれてもよいか 

⇒市域を超えた広域的な活動も対象となる旨を確認した。 

■会則・規則等の提出方法 

法人格を有する団体の場合、会則・規約に相当する定款は分量が多く、書面提出の負担が大きい。 そのた

め、電子データでの提出や、団体ホームページで確認可能とする方法を検討すべき 
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■任意団体、法人格団体による打合せ利用について 

zukavo 登録グループ以外の任意団体や法人格を有する団体が、ぷらざこむ１を打合せ・会議目的で利用

できるか 

⇒ 現状では、市民向けの活動を利用対象として想定しており、打合せは１階フリースペースの利用を案内す

る予定 

■ぷらざこむ１の周知 

ぷらざこむ１がボランティア・市民活動の場と知ってもらうことが重要 

■運用後の見直し 

４月からスタートして、課題があれば修正をおこなっていく 

■利用申請時期について 

・早期利用が可能であれば、利用申請を１年前から受け付けてはどうかとの意見があった。  

⇒以下の理由から原則として 13週間前からの予約受付を維持することが適当とした。 

・早期申請は、イベント広報や講師調整が必要な場合に限り受け付けている 

・登録グループが１年間分の部屋を確保すると、他団体の利用機会を奪う可能性がある 

・キャンセル忘れによる「空予約」などのトラブルが懸念される 

なお、利用率が高まった場合には、早期申請の取り扱いについて再度検討する 

 

（２） 令和７年度事業報告及び令和８年度事業計画について（別紙３） 

別紙を元に事務局より説明 

 

４． その他 

・年末に福祉センターにおいて福祉避難所運営訓練が実施された。市内の全高齢者施設が福祉避難所と

して指定されているが、現時点では、多くの施設で運営マニュアルが十分に整備されていない状況が見受

けられる。 

・災害時の受け入れ体制を強化するためには、災害ボランティアセンターとの連携が重要である 

・地域と福祉避難所との連携や情報共有も不可欠である。誰が福祉避難所へ避難するのか、その判断を誰

が行うのか といった基本的な運用ルールについて、現状では十分に整理・準備が進んでいない 

 


